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令和２年３月橋本市議会定例会会議録（第６号）その３ 

令和２年３月19日（木） 

                                          

日程第20 請願第６号 厚生労働省の「病

院の再編・統廃合の対象病院」の

公表に対して抗議し、国に撤回

を求める請願について 

○議長（土井裕美子君）日程第20 請願第６

号 厚生労働省の「病院の再編・統廃合の対

象病院」の公表に対して抗議し、国に撤回を

求める請願について を議題といたします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 文教厚生委員会委員長 14番 小西さん。 

〔14番（小西政宏君）登壇〕 

○14番（小西政宏君）それでは、委員長報告を

させていただきます。 

 去る３月５日の本会議において本委員会に

付託された、請願第６号 厚生労働省の「病

院の再編・統廃合の対象病院」の公表に対し

て抗議し、国に撤回を求める請願について 

を審査するため、３月13日に委員会を開催し、

慎重審査の結果、賛成者がなく不採択とすべ

きものと決しましたので、以下その概要を報

告します。 

 請願第６号の趣旨は、地域医療構想につい

て、公立・公的病院の成り立ちや地域の要求

を無視し、国がトップダウンで一方的に進め

るのではなく、住民に寄り添った医療の実現

をめざすためにはそれぞれの地域でのさまざ

まな事情を考慮し、地域において検討をして

いくべきであるため、令和元年９月26日に厚

生労働省が「診療実績が少ない」、「他の医療

機関と競合している」等の分析により、再編・

統合の必要性があるとして、具体的に医療機

関名を公表した県下５病院を含む424病院の

リスト及び令和２年１月17日付で発出した各

都道府県知事宛て文書、「公立・公的医療関係

等の具体的対応方針の再検証等について」を

白紙撤回すること、また、地域医療を守るた

め、医師、看護師などの確保対策を講じるよ

う国に対し意見書の提出を求めるものである。 

 委員から、紹介議員に対し、名指しされた

県下５病院の位置関係や他の医療機関と競合

している状況について ただしがあり、類似

かつ近接するものについては、基本的に厚生

労働省で六つのポイントを押さえたマークシ

ート方式で検証されており、今回の指定され

た424病院の予備軍となる医療機関も存在し

ている。競合する部分については、特に海草

郡では、道路インフラが整備されたことで病

院間の距離が近くなったことで判断されてい

ると認識している との答弁がありました。 

 委員から当局に対し、橋本市民病院として

はこの意見書についてどのような感想をお持

ちか とのただしがあり、この問題は全国的

な問題であり、地域によって事情が違うため

一概に言うことは難しい。ただ、現状で問題

がたくさんあることは事実であり、現在の地

方の医療体制は、医師や看護師の慢性的な不

足を無視し、その犠牲の上に成り立っている。

この問題を直視したからこそ、今回、厚生労

働省は一つの物差しとして、病院の再編・統

廃合の対象病院を出してきたように思う。逆

に、今まで放置してきたことが問題であり、

全く進んでいない地域医療構想の議論を進め

るためのきっかけになると考えている。少子

高齢化、人口減少の現状において、医師の働

き方改革を進めていくこと等を考えると、現

実の医師不足の中では再編等を行うことが必

要であると感じている。また、他の自治体で

は、病院の再編を行い成功しているところも

ある。そのような状況を踏まえると、この請

願に対して、橋本市民病院としては賛成しか
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ねる との答弁がありました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（土井裕美子君）ただ今の委員長報告

に対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）和歌山県下で今五つあ

るということを皆さんご存じやと思うんです

けれども、そこの自治体のところからこうい

う問題で出ているんですかね。 

○議長（土井裕美子君）委員長に向けての質

疑でお願いいたします。 

○８番（杉本俊彦君）五つあるというんです

けども、そこの当該自治体から橋本市に、こ

んなん一緒にやってくれよとか、あるいは国

や県に行っているとかということはございま

すでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）確かに気になるところ

ではあると思うんですけど、委員会で特にそ

の点は議論はされておりません。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 13番 田中さん。 

〔13番（田中博晃君）登壇〕 

○13番（田中博晃君）私は、委員長報告に反

対、請願を採択すべきとの立場で討論をいた

します。 

 委員長報告にありました内容については、

一定の理解は示します。しかしながら、例え

ばこの近隣でありますと、紀北分院が議論の

ためのところに入っていない。実際は入って、

県立医大のほうに吸収されているという形で

診療メニューになっている。だから、実際ど

の程度競合しているのかというのがまずわか

らない点が一点。それと、やはり昨年10月に

和歌山県知事が申し上げられましたとおり、

地域のことは地域でするんだ、厚生労働省が

口を出すことではない。これが全てだと思い

ます。よって、委員長報告に反対とさせてい

ただきます。 

○議長（土井裕美子君）次に、採択することに

反対の立場で討論する方ありませんか。 

 １番 岡本さん。 

〔１番（岡本安弘君）登壇〕 

○１番（岡本安弘君）本請願に反対の立場で

討論させていただきます。 

 病院は、地域住民の生命を守る地域医療の

かなめであります。本県のような中山間地域

においての僻地医療の重要性についても、理

解はしております。また、それぞれの地域の

実情を考慮せず、病床ベッド数の削減、変更、

診療体制の見直し等を国が一方的に決めるこ

とについてもいかがなものであるかというふ

うにも思います。地域住民に寄り添うという

のは、すごく大切なことであります。 

 しかしながら、少子高齢化、人口減少など、

社会情勢が変化してきていることを踏まえた

中で、これからの地域医療をしっかりと議論

し、考えていかなければならないのではない

でしょうか。病院も健全経営でなければ、地

域医療は守れません。地域で競合する病院が

ともに倒れてしまうようなことになれば、地

域住民の生命や医療従事者も守れなくなって

しまいます。地方の医療を守っていくには、

国においても再編や統廃合の必要性を理解し、

一歩動き出したと言えるのではないでしょう

か。 

 国、県、市町村がそれぞれの役割のもとし

っかりと連携し、地域医療を守っていくため

にはどうしていくべきなのかを考えていかな

くてはなりません。その中の選択肢として、
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病院の統廃合、病床ベッド数の削減や変更に

ついても念頭に置き、しっかりと議論をして

いく必要があると考えます。よって、本請願

については反対とさせていただきます。 

○議長（土井裕美子君）次に、採択することに

賛成の立場で討論をする方ありませんか。 

 10番 髙本さん。 

〔10番（髙本勝次君）登壇〕 

○10番（髙本勝次君）今回のこの請願に賛成

の立場で討論させていただきます。 

 厚生労働省は、先ほど報告がありましたよ

うに、昨年９月に突然424の公立・公的病院に、

診療実績が少ないなどの理由で統廃合を迫っ

てきました。424病院のうち４分の３は中小病

院で、７割が50万人未満の地方の病院であり

ます。特に、過疎化の進む地域の小さな病院

はほとんどが再編対象にされています。民間

の病院で採算が合わない地域こそ、公立・公

的病院が必要ではないでしょうか。地域から

病院がなくなれば、さらなる人口流出のきっ

かけにもなりかねません。毎年繰り返される

自然災害などへの緊急対応も、公立・公的病

院の果たす重要な役割であります。今、ベッ

ドがあいているからと削減していいものであ

りません。 

 それぞれの病院は地域で患者、住民が求め

る医療を提供してきており、患者にとっても

かけがえのない大事な病院であります。どん

な小さな市町村でも、住民の命を預かる病院

を住民みんなで守らなくてはなりません。こ

のことを訴えて、この請願に賛成いたしたい

と思います。 

○議長（土井裕美子君）次に、採択することに

反対の立場で討論をする方ありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

〔８番（杉本俊彦君）登壇〕 

○８番（杉本俊彦君）私は反対の立場で討論

します。 

 背景に2025年問題があります。団塊の世

代、1947年から49年生まれの方々が全員75歳

以上の後期高齢者になり、医療、介護費用が

一段と膨張するというものです。医療に使わ

れる国民医療費は右肩上がりで増え、2000年

度の30兆円が2018年度には45兆円に達してお

り、2025年度には57兆円に膨らむと予想され

ます。ただ、大都市で医療費などが増える一

方、人口減少の多くの地域は医療費が減るな

ど、地域的に偏ります。 

 そこで、国は、それまでに医療費全体を抑

えつつ、地域の実情に合わせた医療体制を整

えるため、2014年の医療介護総合確保促進法

に基づき、2025年度を目標に全国339区域に分

けて調整会議を置き、病院関係者らが話し合

って規模や役割を見直す地域医療構想を進め、

病床削減策を打ち出してもらう意向だったが、

期限の2019年３月末までに大きな動きがなか

ったので、業を煮やした当時の厚生労働大臣

根本氏が５月、経済財政諮問会議で再編対象

病院の実名を公表すると表明し、同省はデー

タの精査に着手して、2019年９月26日にリス

トの公表になりました。 

 再編・統合の検討が必要とされる424の公

立・公的病院のリストを厚生労働省が公表し

たことに各地域の反発を招いていますが、政

府はこれを材料の一つに議論を加速し、2025

年度までにベッド数や診療機能の縮小なども

含めた再編・統合を進めたい計画です。地域

医療を守るため、原則として、2020年９月末

までに報告を求めています。 

 この公表したリストについて新聞も取り上

げています。一部紹介しますと、人口の減少

や高齢化といった社会の変化に応じ、病院の

ベッド数や機能見直すことは避けられない。

勤務医の過重労働が当たり前になっている医

療現場の現状を改めるためにも、地域の医療

提供体制を再構築することは待ったなしであ
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る。これは朝日新聞11月４日社説に載ってお

ります。また、公立病院の経営は厳しく６割

は赤字だ。自治体財政の観点からも見直しは

避けられない。読売10月13日社説など、大手

の新聞でもいろいろ取り上げていただいてお

ります。 

 10月27日の政府の経済財政諮問会議では、

安倍総理が、持続可能で安心できる地域医療・

介護体制を構築するためには、地域医療構想

を実現することが不可欠だと強調しています。

国がどこまで切り込めるかは見通せませんが、

身近な病院の存続を望む自治体は多く、決定

権は自治体側にあります。今回の厚生労働省

によるリスト公表は、自治体を法的に拘束す

るものではありません。これらの話から、厚

生労働省の病院の再編・統廃合の対象病院の

公表に対しての抗議、国に撤回を求める請願

には反対いたします。 

○議長（土井裕美子君）ほかに討論する方あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより、請願第６号 厚生労働省の「病

院の再編・統廃合の対象病院」の公表に対し

て抗議し、国に撤回を求める請願について 

を採決いたします。 

 委員長報告は不採択であります。 

 本請願を採択することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（土井裕美子君）起立少数であります。 

 よって、請願第６号は不採択と決しました。 

   

 


